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２
４
年
年
１
７

昭和５

昭和５

費費舎費禽舎費

　
　
　
　

膠
原
屋
5
1
に
続
い
て
1
0
周
年
記
念
総
会
に
於
け
る
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
の
森
田

　
　
　
　

静
江
・
坂
上
裕
子
両
先
生
の
生
活
福
祉
相
談
を
ま
と
め
て
頂
き
１
し
た
。
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禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
驚
禽
禽
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禽
舎
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽
禽

　
　

膠
原
病
と
社
会
保
障

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
立
馬
込
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

医
療
ン
ー
ズ
ル
ワ
ー
カ
ー
森
田
静
江

禽
舎
禽
舎
禽
舎
禽
驚
禽
舎
舎
営
曹
驚
舎
費
禽
禽
舎
禽
舎
禽
禽
舎
驚
舎
禽
舎
禽
舎
費
禽
舎
禽
舎
禽
舎

　

膠
原
病
の
方
が
生
活
者
と
し
て
生
き
抜
く
た

め
に
現
在
ど
ん
な
サ
ー
ピ
Ｊ
が
公
的
に
行
わ
れ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　

現
在
あ
る
制
度
を
利

用
し
て
い
左
い
方
、
制
度
自
体
を
知
ら
な
い
方

等
、
会
員
の
方
の
中
に
も
１
だ
い
ら
っ
し
や
る

の
で
は
庖
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は

制
度
の
説
明
と
利
用
法
に
つ
い
て
お
話
し
、
更

に
、
私
が
難
病
患
者
さ
ん
全
休
に
提
案
し
た
い

問
題
に
つ
い
て
軸
話
し
ょ
う
と
思
い
１
す
。

　

（
福
祉
法
体
系
の
中
に
難
病
患
者
を
位
置
づ
け

る
こ
と
）

Ａ
．
医
療
費
助
成
制
度

　

こ
れ
は
保
険
で
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
の
診
療

費
に
つ
い
て
自
己
負
担
が
あ
る
人
が
申
請
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
自
己
負
担
分
か
無
料
に
な
る
も

の
で
す
。
（
で
す
か
ら
、
該
当
者
と
し
て
は
、

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
、
又
は
各
種
保
険
の

家
族
等
が
申
請
対
象
者
と
々
ｈ
ｙ
１
す
。

禽驚禽舎禽舎驚

　

私
立
病
院
等
で
、
入
院
中
に
支
払
わ
れ
た
差

額
ベ
ッ
ド
料
等
は
対
象
で
は
あ
-
S
＾
J
M
せ
ん
）

　

現
在
認
定
さ
れ
て
い
る
疾
患
は
①
全
身
性
エ

リ
テ
ｙ
ト
ー
デ
ｙ

　

②
強
皮
症

　

③
皮
フ
筋
炎
、

多
発
吐
筋
炎
の
３
種
類
で
す
。
又
1
8
才
以
下
の

人
に
は
小
児
・
慢
性
疾
患
と
い
う
助
成
制
度
で
膠

原
病
の
一
種
で
あ
れ
ば
申
請
で
き
る
も
の
が
あ

リ
ー
す
ｏ

Λ
申
請
方
法
Ｖ
居
住
地
区
の
保
健
所
で
、
必
要

-－１



　
　
　

な
手
続
き
を
す
る
。

Ｂ
、
難
病
手
当
金

　

各
地
方
自
治
体
で
独
自
に
行
わ
れ
て
い
る
制

度
。
医
療
費
の
助
成
対
象
に
な
っ
て
い
る
３
種

類
の
り
ち
指
定
さ
れ
た
も
の
だ
け
支
給
さ
れ

１
す
。
手
当
金
は
月
額
三
、
（
Ｗ
Ｗ
‥
）
円
～
一
〇
、
〇

〇
〇
円
位
、
各
市
区
町
村
役
場
又
は
保
健
所
に

問
い
合
わ
せ
て
み
る
こ
と
。
（
東
京
都
に
居
住
し

て
い
る
方
は
特
に
問
い
合
わ
せ
て
み
る
こ
と
、

実
施
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
）
陶
、
保
険
の

本
人
に
も
こ
の
場
合
資
格
は
あ
I
＝
＼
-
|
Ｈ
す
の
で
主

治
医
の
診
断
書
を
持
参
す
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

Ｃ
。
身
体
障
害
者
手
帳

　

病
気
が
進
行
し
て
、
歩
け
な
く
な
っ
た
-
Ｃ
＼
、

寝
た
き
-
5
:
^
の
状
態
に
な
っ
た
時
に
取
得
で
き
る

制
度
。
身
体
障
害
者
福
祉
法
と
い
う
法
律
で
認

定
基
準
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
こ
の
手
帳

を
入
手
す
る
と
各
種
サ
ー
ビ
Ｊ
が
受
け
ら
れ
る

の
で
後
で
触
れ
る
）

Ａ
甲
請
万
法
Ｖ
福
祉
事
務
所
を
通
し
、
身
体
障

　
　
　

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
判
定
を
行
い
。

　
　
　

認
定
等
級
が
決
ま
夕
ま
す
。
た
だ
し
。

　
　
　

病
状
が
重
く
て
、
セ
ン
タ
ー
に
行
け
忿

　
　
　

い
人
の
た
め
に
大
き
な
病
院
に
は
認
定

　
　
　

医
と
呼
ば
れ
る
医
師
が
軸
り
、
入
院
中

　
　
　

に
認
定
し
て
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
る
の

　
　
　

で
福
祉
事
務
所
で
相
談
の
こ
と
）

Ｄ
、
障
害
年
金

　

老
齢
年
金
を
受
給
す
る
資
格
の
な
い
加
入
者

が
一
定
の
基
準
の
障
害
を
持
っ
た
場
合
に
支
給

さ
れ
る
年
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
厚
生
年
金

加
入
者
と
国
民
年
金
加
入
者
に
大
別
さ
れ
１
す

の
で
、
下
の
図
に
よ
っ
て
資
格
が
あ
る
か
ど
う

か
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

　

福
祉
年
金
と
は

　

発
病
時
に
年
金
を
か
け
る

条
件
に
な
か
っ
た
人
（
2
0
才
以
下
の
発
病
加
入

期
間
不
足
制
度
制
定
前
の
発
病
等
）
が
申
請
で

き
る
年
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
要
す
る
に
何

ら
か
の
年
金
に
加
入
中
に
発
病
し
た
病
気
の
た

め
に
一
定
基
準
ｏ
障
害
を
発
病
か
ら
一
年
半
目

に
受
け
て
い
る
場
合
に
受
給
資
格
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
点
で
障
害
者
に
な
っ
て
い
た
い
場
合
に

は
、
事
後
重
症
制
度
に
よ
っ
て
、
保
障
さ
れ
る

Ｈ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
厚
生
年
金
は
五
年

以
上
経
過
し
て
か
ら
障
害
者
に
々
つ
て
も
支
給

さ
れ
衣
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
国
民
年

金
は
年
数
制
限
は
々
い
）

　

Ａ
申
請
方
法
Ｖ

　

各
年
金
課
か
ら
診
断
書
及

　

び
申
請
書
用
紙
等
を
入
手
し
、
主
治
医
に
診

　

断
書
を
記
入
し
て
も
ら
う
こ
と
。

　

Λ
留
意
点
Ｖ

　

膠
原
病
の
方
が
認
定
を
受
け

　

る
の
は
他
の
障
害
者
に
比
べ
て
難
し
い
の
で
、

　

具
合
い
の
悪
い
所
全
部
を
表
現
で
き
る
よ
う

　

工
夫
す
る
こ
と
（
診
断
書
用
紙
は
、
心
、
腎
、

肝
臓
用
、
高
血
圧
用
、
肢
体
不
自
由
用
、
視
覚

聴
覚
用
等
に
分
れ
て
い
て
、
膠
原
病
用
と
い
う

０
は
存
在
し
な
い
）
か
必
要
と
な
り
１
す
。
一

定
の
基
準
と
は
簡
単
に
言
っ
て
、
国
民
年
金
の

場
合
は
身
辺
処
理
能
力
に
つ
い
て
制
限
が
加
え

ら
れ
る
程
度
以
上
、
厚
生
年
金
の
場
合
は
労
働

を
制
限
さ
れ
る
程
度
以
上
の
場
合
が
対
象
と
衣

ｊ
ま
す
。
申
請
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は

　

あなたの年金はどちら?こtn入できなヵ~-つた人

　

厚生年金

　　　　　　　

国民年金

　　　　

ｌ

　　　　　　　　　　　　　

いい

』

発病1で6ヵ月以上

　　　　　

発病までﾘ年以上の
の加入朗閃かよろ人

　　

加入川間かある人

)｣

　　

Ｌ

■Iﾄ納め口れやi卜皿い

Ｊ

　　　　　

になってしない入

　　　　　　　

－奉
皿g£S定日ii≧aiから｜年孚目:1こー・

の基.iのーーり皿に丿7ている

　

ギ

千

一定の障古になった町

戸.から申ヽirれは支二

される

しλ

食病かｂ５年↓'j内に一

定の阻古L丿なれば申丿

時灼･ら三唸される

－２－



不
服
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の

で
。
診
断
書
、
申
請
書
は
コ
ピ
ー
し
て
お
く
と

便
利
で
す
。

　

以
上
。
公
的
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
が
、
膠
原
病
の
方
が
生
活
者
と
し
て
成
り

立
つ
為
に
は
、
不
充
分
々
も
の
で
あ
る
こ
と
が

か
わ
か
り
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

　

第
一
に
、
医
療
費
０
助
成
対
象
が
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
第
二
に
手
当
が
地
方
自
治
体
ご
と

の
制
度
の
た
め
支
給
さ
れ
て
い
る
所
が
限
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
第
三
に
障
害
年
金
の
中
に
膠
原

病
独
自
０
認
定
基
準
が
な
い
た
め
、
労
働
能
力

が
制
限
さ
れ
て
も
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
に
ぐ

い
点
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
日
常
生
活
に
不
自
由
を
感
じ
ら

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
社
会
保

障
制
度
の
中
に
入
れ
な
い
の
か
。
私
見
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　

日
本
の
社
会
保
障
に
関
す
る
法
律
と
し
て
は

　

①
社
会
福
祉
事
業
法

　

②
生
活
保
護
法

　

③
児
童
福
祉
法

　

④
母
子
福
祉
法

　

⑤
母
子
保
健
法

　

⑥
精
神
薄
弱
者
福
祉
法

　

⑦
老
人
福
祉
法

　

⑧
身
体
障
害
者
福
祉
法

　

⑨
そ
の
他

　
　
　

（
膠
原
病
の
き

が
あ
む
ま
す
。
こ
の
中
に
難
病
患
者
さ
ん
を
あ

て
は
め
る
と
、
ど
こ
に
入
る
で
し
ょ
う
か
？

②
の
生
活
保
護
法
だ
け
は
、
働
け
な
い
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
か
ら
使
え
ま
す
。
⑧
の
身
体
障
害

者
福
祉
法
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
取
得
で

き
る
人
は
使
え
ま
す
。
⑦
の
老
人
福
祉
法
に
つ

い
て
は
。
患
者
さ
ん
が
6
5
才
以
上
に
な
れ
ば
使

え
ま
す
。
し
か
し
発
病
年
齢
が
1
0
代
～
3
0
代
に

か
け
て
多
く
み
ら
れ
。
身
体
障
害
者
手
帳
の
基

準
障
害
が
出
に
く
い
膠
原
病
患
者
さ
ん
と
し
て

は
②
の
生
活
保
護
法
だ
け
が
使
え
る
も
の
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
（
身
体
障

害
者
程
度
等
級
表
参
照
の
こ
と
）

　

私
の
提
案
と
い
う
の
は
「
難
病
患
者
福
祉
法
」

と
い
う
よ
う
な
も
の
を
作
る
運
動
を
も
っ
と
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
指
二
本
廃
し
た
だ
け
で
も
身
体

障
害
者
福
祉
法
で
は
身
体
障
害
者
手
帳
６
級
と

な
む
、
国
鉄
の
長
距
離
割
引
や
公
営
交
通
の
無

料
パ
Ｊ
の
取
得
、
身
体
障
害
者
施
設
の
利
用
、
入

所
等
の
資
格
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

又
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
、
２
級
の
人
に
は

老
人
医
療
証
と
同
じ
よ
う
に
利
用
で
き
る
医
療

券
、
税
金
控
除
、
都
営
住
宅
の
優
先
入
居
、
自

動
車
税
の
免
税
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
利
用
、

手
当
の
充
実
等
が
あ
り
ま
す
。
要
す
る
化
身
体

障
害
者
手
帳
を
取
得
し
て
い
る
人
に
は
様
々
痙

サ
ー
ピ
ラ

こ
と
で
す
。
（
身
体
障
害
者
手
帳
を
取
得
す
る

と
い
う
こ
と
は
福
祉
サ
～
ピ
で

の
パ
ス
ポ
？
ト
を
取
得
し
た
と
い
う
こ
と
）

　

最
も
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
安
心
し

て
働
け
る
職
場
の
確
保
、
自
営
業
を
始
め
る
人

　
　

一

の
た
め
の
低
利
の
賢
金
貸
付
次
ど
で
は
次
い
か

　

３

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

身
障
者
に
は
こ
の
点
も
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

難
病
患
者
さ
ん
が
、
社
会
保
障
制
度
の
中
に
取

り
’
入
れ
な
か
っ
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
戦
後
日

本
の
福
祉
制
度
が
作
ら
れ
る
段
階
で
、
難
病
患

者
さ
ん
の
予
後
に
つ
い
て
は
充
分
理
解
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
と
、
病
気
で
あ
ｈ
ｙ
、
治
療
法
が

開
発
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
は
解
決
さ
れ

る
と
い
っ
た
考
え
が
、
患
者
側
に
も
強
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
で
も
そ
の
よ
う
痙
考
え
は
強
く
残
っ
て

い
ま
す
が
、
身
障
福
祉
法
に
よ
る
手
帳
０
程
度

が
決
め
ら
れ
た
の
が
昭
和
2
5
年
で
あ
り
、
以
後



大
幅
な
改
正
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
考
え

て
も
見
直
す
時
期
に
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
が

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
会
員
の
皆
さ
ん
一
人
一

人
が
、
考
え
て
い
た
だ
き
、
望
ま
し
い
社
会
保

障
制
度
０
あ
■
C
方
を
検
討
し
て
ｓ
.
た
だ
く
こ
と

を
切
に
望
み
１
す
。
役
員
の
方
だ
け
に
任
せ
て

い
る
位
で
は
法
律
は
制
定
１
れ
ま
せ
ん
。
他
の

難
病
患
者
さ
ん
達
と
協
力
し
合
っ
て
考
え
て
み

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
一
の
方
法
と
し
て
は
、
身
体
障
害
者
福
祉

法
に
加
え
て
も
ら
い
、
等
級
表
に
膠
原
病
を
入

れ
て
も
ら
う
。
第
二
〇
方
法
と
し
て
は
。
ス
テ

ロ
イ
ド
に
よ
る
副
作
用
や
、
労
働
の
制
限
Ｋ
対

し
て
。
】
定
基
準
を
作
か
独
自
の
法
律
を
作
っ

て
も
ら
う
。
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
運
動
を
す
す
め
る
に
あ
た
っ
て
は
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
厚
生
省
で

も
本
格
的
な
調
査
は
し
て
い
な
い
よ
う
な
の
で

友
の
会
の
役
割
が
大
き
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

又
、
難
病
の
申
請
手
続
き
を
行
う
こ
と
は
、

行
政
資
料
の
一
部
と
々
る
わ
け
で
す
か
ら
、
有

効
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
資
本
主
義
社
会
に

お
い
て
、
私
有
財
産
を
持
た
す
、
働
ぐ
こ
と
の

み
に
よ
っ
て
生
活
費
を
得
て
い
る
人
々
が
、
労

働
能
力
が
忿
い
と
認
め
ら
れ
る
状
態
に
な
っ
た

時
、
充
分
な
保
障
を
し
な
い
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
る
場
合
が
あ
-
S
＾

1
H
す
。
正
に
難
病
患
者
さ
ん

は
、
肢
体
不
自
由
者
よ
-
C
S
T
ｔ
ｆ
"
労
働
者
と
し
て
の

価
値
が
低
い
存
在
で
あ
る
か
も
し
れ
１
せ
ん
が
、

そ
れ
＊
(
-
ｃ
ｎ
Ｑ
保
障
は
さ
れ
る
べ
き
だ
と
私
は
思

い
ま
す
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
お
わ
り
Ｉ

参
考
資
料

　

（
国
の
制
度
）

　

福
祉
手
当

　

常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
（
手

　
　
　
　
　
　

帳
一
級
）
月
額
一
万
円

　

（
都
の
制
度
）

　

重
度
障
障
者
手
当

　

座
っ
て
い
る
こ
と
が
困

　
　
　
　
　
　

難
度
程
度
の
障
害
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
額
三
万
円

　

障
害
年
金

　
　

国
民
年
金
額

　

一
級

　

最
低
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
七
五
、
九
Ｑ
‥
）
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
級

　

最
低
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
四
〇
、
七
〇
〇
円

厚
生
年
金
額

　

｝
級
基
本
年
金
額
の
Ｊ
Ｓ

二
級

　
　

〃

三
級

　
　

″

最
低
保
障

で7
5
％

五
四
〇
、
七
〇
い
‥
）
円

高
額
療
療
費
制
度

　

一
ヶ
月
０
自
己
負
担
額
が
三
九
。
０
０
０

円
以
上
０
時
こ
れ
を
こ
え
た
分
に
つ
い
て
、

請
求
に
よ
り
後
で
償
還
さ
れ
る
。
た
だ
し
同

一
医
療
機
関
で
各
診
療
科
ご
と
に
三
九
、
〇

〇
〇
円
を
こ
え
る
こ
と
、
合
算
は
で
き
な
い
。

低
所
得
者
は
一
五
、
〇
〇
〇
円
以
上
償
還
さ

れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
各
種
保
険
組
合
へ
）

障
害
年
金
認
定
基
準
項
目
（
厚
生
年
金
）

①
肢
体
不
自
由

②
眼
の
障
害

③
聴
力
障
害

④
口
腔
の
障
害

⑤
精
神
障
害

⑥
悪
性
新
生
物
（
癌
）

⑦
心
臓
病
、
腎
疾
患
、
代
謝
疾
患
（
糖
尿
病
）

⑧
肝
臓
、
血
液
、
高
血
圧

⑨
呼
吸
器

⑩
心
肺
機
能

－４－



身
体
障
害
者
障
害
程
度
等
級
表

四

緑

一一一

級

一一

級

一

級

級

別

　　２　　１
のれ両も○が両
もぞ眼の・○眼

のれの－・の
　五視二.0視

　度野以玩力
　以が下以の

　内その上和

の○○『I閲
　・・�

　○○の
　八五視

　以以力
　下トの

　の和
　もか

○○肉
四・眼
以○の
下ス視

の以力
もﾄ.の
の○和

　・が

下の11し1きるいて式両
の和ってよ者jl]試眼
もが゜測うに屈っ視の
の○以っ正つ析た力視
　・下た視い異も表力
　○同も力て常のに－

　一しのにはのをよ万
　以ごをつ｀あいつ国

視

覚

障

害

　　　　　２　　　　１

のンかの通両得声しのべ火両
　ト五語話耳な語な－ルが１
　以○音声にいをけ耳以七の
　下パ明のよも現れ介上○聴
　の｜瞭最るの解ばにのデ力
　も七度良晋一し話接もシ損

しば介以が両
得大に上元耳
な声援の○の
い語しもテ聴
もをなのシ力

の埋け＿べ担
一解れ耳ル失

－もデか両
両のｙそ月

耳べれの

全ルぞ聴
ろ以れ力

う士.丸損
－の○失

聴

覚

障

害

万

之

啖万

害

監守％

原著極機 歿
害し能石能な

　いの語又声
　障名機は機

謔諧

そ機は機

馬背

障.機は機
　　８　７　６　５　４　３　２１
いておしておてお指一指一一一節予し両両
障一やた一や一やの.トを士.の関上だ士上
書上指も上指上指機肢欠肢磯節肢も肢肢
　肢又の肢又肢又能のくの能ののののの

　のはのはのはをおもおをう肩おお
　四ひ三ひ三ひ全やのや全ち関やや

　指と指と指と廃指指廃｀節指指

　のさのさをさし及及しい｀のを
　機し機し欠したびびたず肘機欠
　能指能指く指もひひもれ関能く
　のをををもをのと　とのか節をも

　著含全含の含ささ・･又仝の
　しめ廃めめしし関は廃

　５４３　Ｚ　Ｉ
全一一一一指両指圃

庭上上上の士.を士
し肢肢肢賎肢欠肢

たののの能のくの
もすす磯をぉもぉ

のべべ能全やのや
　てての廃指指
　のの著し及及
　指指したびび
　のをぃもひひ

　残欠障のと　と
　能く害ささ
　をも　し　し

４　３　２１

　･で一一一の両両
上､欠L.上11
肢く肢肢肢
のもをのの
機の士．す機
能腕べ能
をのての

全二の著
廃分指し
しのをい
た一矢障
も以く害
の上も

　２１

の両両
　士｣1

　肢肢
　をの
　手機
　関能

　節を
　以全

　上廃
　でし

　欠た
　くも
　もの

士．

肢

肢

体

－－不

自

由

　　　６　５４　３　２　１

ののセー-･機一一で一全両の両
　長ン下能下下火下廃下下
　さチ肢を肢肢く賎し肢肢

　のメか仝ののもをたのの
　十｜健廃股銭の下もすす
　分日割し関能腿のベベ

　のルにた節ののてて
　一以比も又著二．のの
　以上しのはし分指指
　上.又て膝いののを
　短は｀関障一一銭欠
　い健一郎害以能く
　も側○の　llをも

☆ｼﾞ

訃ｱ

ﾄy

廃分関ドヅ
の　ト.て

　２１
で両両
欠下下

く肢政

らをの
の下賎

　腿能

　のの
　二著
　分し

　のい
　一一障
　以害

　1:

　２１
で両両
欠下下

く肢肢
もをの
の天機

　腿能

　のを
　二分
　分廃
　のし

　--た
　以も
　F･の

下

肢

甦に体
なよ幹
もりの
の歩機

　行能

　が障
　困害

　　　２　　　１

なL害体難保又害体

もるに幹なつはに幹
の嘔よのも二起よの

　がり機のと立り磯

　困立能が位坐能
　難ち障匯|や位障

づ

煙

なぃ害

体

幹

も制動Ｈりの心

の限が常杜障臓
　さ著生公害の
　れし活でに機
　るく活のよ能

るく活のりの心
も制動日家|章臓

の限が巡庭害の
　さ苫生内に機
　れし活でよ能

れ度活辺りの心

るに活の削心臓
む訓動日己害の
の限が常のに機

　さ極生身よ能

障心

　臓

　賎

害能
呼心

吸臓器.
§ﾑ

勁

るく活のよ能じ

も制動日りのん
の限か常杜障臓

　さ著生会害の
　れし活でに機

れし活でよ能し

るく活のりのん
も制動日家障臓

の限か常雇害の
　さ著生内に欧

さ阪生身よ能じ

れ度活辺りのん
るに活の自障臓
も制動口己害の
の限か常のに機

賤し

能
障ん

害臓

るく活のよ能呼

も制勣日りの吸
の限が常杜障器

　さ著生公害の
　れし活でに機

れし活でよ能呼

るく活のりの吸
も制動日家障器
の限が常庭害の
　さ著生内に機

さ極生身よ能呼
れ度活辺りの吸

るに活の自障器
い慟日己害の
の限が常のに機

機呼

‰

障

害器
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七

級

六

級

五

級

を現の視Ｕ-･
越力も力二眼
えののか以の
る和で○下現
もが｀．｀力

の○両六他が
　・眼以阻○
　'の下の・

　　　３　２　　１
のがの両内れ両の○か両

　欠‾こ眼のぞ眼・○眼
　け分にもれの　･.・の
　てのよの‥視以一睨

　い･る○野下こ力
　る以視度がの以の
　もＦ野以そもtこ和

　　　　　　２　　　　　１

もシ損他ｙ拍‥な諸声|･チのべ失両
のべ火側べ失側いをさのメールか耳

　ルが耳ルが耳も理れ距１四以六の
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　L.0聴土.0聴－し会て｀ルセのデ力
　のデカ｀デカ俳話発以ンもッ損

害し能'11

　いの衡
　原著機

　６　５　４　３　２１

ひ-び-・こひ障一節予-一一
小ﾄ.小ﾄ一指と害F.の関上上
指肢指肢のさ肢賎節肢肢

ののをの機しの能ののの
機な欠な能指予のう4j機
能かくかのを指軽ち関能
を指も指著含の度｀仰の
全｀の｀しめ機のぃ｀軽
廃く　くぃて能障す肘度
しすす障一一の害れ関の

たり‘リ川l軽か仰障
も指指肢度　一又害
の及及のの関は

　３　２　１

．'.ひ.二．.ひい
指と指と障士．

のさをさ害肢
機し欠しの
能指く指ぉ
ををもをや

全含の含指
廃めめの
してて賤
だ一一能
もトＬの

の肢肢著
　ののし

　　６　５　４３　２　１

いてお指一し一一節子一い両
障一やの.ﾄた上上の関上障上
害11指磯肢も肢肢磯節肢害肢
　肢又能のののの能ののの
　のはのおおおのう肩お
　三.ひ著ややや著ち関や
　指とし指指指し｀節指

　のさい及のをいい｀の
　磯し障び機欠障ず肘機
　能指害ひ能く害れ関能

　のをとをもか節の

　著含さ仝の一又著
　しめし廃　関はし

　　６　５　４　３２　１
さ千金一一の‥節足‥一一著両

のメ下廃下下の閣下下し下

　･.｜肢し肢肢磯節肢肢ぃ肢
　トトがたのの能ののの|;なの
分ル健もすすのう股磯害す
の以側のべべ軽ち閣能べ
　・Ｌにてて度｀節のて

以又比のののぃ｀軽の
llはし指指障ず膝度指

蝉健てのを害れ関のの
ぃ側三磯欠か節障磯

ものセ能く一一又害能
の艮ンをも関は　の

二八
言で

ドｎ

で⊃

　　３　２　１
さチー--レ･機･－

のメ下た下能下
円肢も肢の肢

瓦トがのの著の
分ル健足し股
の以側関い関

一一上に節障節
以又比の害又
.Lはし機は
短健て能膝
い側五を関

ものセ全節
の長ン廃の

ばＵ

１
同
．
の
～
級
に
つ
い
て
．
．
つ
の
ぷ
．
㈹
す
る
障
害
か
あ
る
陽
介
は
、
．
級
上
の
級
と
す
る
．
仙
し
じ
一
つ
の
重
複
す
る
障
害
が
特
に
本
表
中
に
指
定
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
．

２
肢
体
不
内
巾
に
お
い
て
は
、
七
級
に
該
当
す
る
呻
Ｉ
が
．
以
ト
１
複
す
る
場
合
は
、
六
級
と
す
る
．

り
ａ

　

異
な
る
～
級
に
つ
い
て
．
．
以
ト
の
印
複
す
る
障
Ｉ
が
あ
る
場
介
に
つ
い
て
は
、
地
方
村
会
柵
祉
審
・
議
会
の
意
見
を
聞
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
．

該
当
等
級
と
す
る
。

俑
考

４
＝

､ ' j

６
”
ｊ

「
指
を
欠
く
も
の
」
と
は
。
お
や
指
に
つ
い
て
は
指
骨
問
関
節
、
そ
の
他
の
桁
に
つ
い
て
は
第
。
指
骨
間
閔
節
以
ト
を
欠
く
も
の
を
い
う
。

　

指
の
機
能
障
～
‥
」
と
は
、
中
手
指
節
関
以
下
の
障
害
を
い
い
、
お
や
指
に
つ
い
て
は
、
対
抗
運
動
障
Ｉ
を
も
今
・
む
も
の
と
す
る
。

し
肢
又
は
下
肢
欠
損
の
断
端
の
」
さ
は
、
実
用
長
一
Ｌ
腕
に
お
い
て
は
紐
窓
よ
り
、
大
腿
に
お
い
て
坐
。
骨
祐
節
の
μ
さ
よ
り
計
測
し
た
も
の
）
を
も
っ
て
計
測
し
た
も
の
を
い
う
。

ト
肢
の
艮
さ
は
、
前
場
管
絃
よ
り
内
く
る
ぶ
し
ド
端
ま
て
を
計
測
」
た
む
の
を
い
‘
Ｉ
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全国膠原病友の会のあゆみ

　

１０周年記念総会を開催する運びとなり１した。ここに設立当初からの友の会のあゆ

みをまとめてみました。

　

（友の会の目的）

　　

本会は膠原病に関する正しい知識を高め，明るい療養生活を送れるよう会員相

　　

の親睦を図るとともに膠原病の原因究明と治療法の確立ならびに社会的対策を

　　

促進することを目的とする。

　

（友の会の事業内容）

　　

（1）月１回会員相互に研究討議を行う。

　　

（2）機関紙「膠原」を発行する（年６回以上の予定）

　　

（3）必要資料の配布または頒布。

　　

（4）年１回総会を開催する。

　　

（5）無料医療相談会の開催。

　　

（6）他の難病団体との連携。

　　

（7）国・自治体に医療保障，生活保障０要求。

　　

（8）病気０原因究明，治療法の確立，社会復帰対策の要請。

46年４月

46年４月１５日
46年４月～５月

46年５月

４６年６月１１日

46年７月２２日

４６年９月５日

46年9月～11月

46年９月20日

46年11月２８日

４６年12月１日

４６年１２月

４７年１月７日

47年１月27日

47年2月17ロ

保健同人社内Ｋあった難病友の会の連絡会Ｋ膠原病患者よ凱膠原病友：

０会の有無の問い合せ多数の手紙が来る。

発起人打合せを横浜市の河野宅にて行う。（参加者河野，森田）

保健同人社の，西来，菊地氏，各会の代表者の協力を得て友の会の準備

が進められる。

順天堂医大に於て，塩川，橋本，両先生西来，菊地氏，会より河野，森

田６名で懇談会を行う。

横浜の河野宅に於で膠原病友の会”を結成し，発足する。

出席者１０名（会員数４０名）

国会に斉藤厚生大臣に河野氏,｡膠原病を訴え，第一回の請願書を手渡す。

朝日新聞に゛ふえている膠原病腎

膠原病友０会０設立総会の準備が行われる。

第一回会員名簿を発行する。{ 163名）

東京主婦達会館に於で膠原病友の会”設立総会が開催された。

文京区の佐藤氏宅に事務局を設置する。（発起人である河野氏療養の為）

衆議院議員会館に於てリ，一マチ，ページェット，膠原病共に請願する。

難病団体連絡協議会発足する。

この時の佐藤総理大臣，斉藤厚生大臣瓦膠原病友の会として，請願電報

をする。

発起人会合する（塩川，橋本両先生，及び西来，福山，吉野，金井先生

と友０会森田，佐藤氏）

決議事項①膠原病手帳の発行

　　　　　

②毎月一回友の会だより０発行

　　　　　

③運営委員の選出

　　　　　

④運営委員会を毎月一回行う

御茶０水゛゛ときわ”に於て第一回運営委員会を行う。（出席者２０名）

　　

｡｡‥__
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４７年２月

47年３月２３日

４７年３月

47年３月31日

47年４月１日

47年4月10日

47年４月30日

47年５月５日

４７年５月１８日

４７年５月２１日

４７年５月３０日

47年６月１日

47年６月７日

47年６月２７日

47年７月

47年８月

４７年９月５日

４７年９月１６日

４７年９月

４７年１０月
４７年１０月

47年10月
４７年１０月

47年10月１５日

47年１１月８日

47年11月21日

48年１月５日

48年１月12日

４８年３月１５日

48年３月１５日

48年３月２４日

48午3月２５日

４８年４月１１日

48年４月２７日

48年５月６日

48年５月２７日

48牛６月１日

48年９月30日

（この噂運営役員の選出ｌ

膠原病友の会だよりの或２を発行する。

衆議院第２議員会館に於て議員懇談会に出席（参加団体１１）

゛膠原病手帳ﾀﾀ tt私達の訴え”を発行する。

第二回会員名簿を発行する。( 345名）

全国膠原病友の会として発足する。

全国難病連絡協議会設立大会を行‰（日本看護協会に於て）

朝日新聞に゛膠原病者の専用線″の紹介文がのる。

日比谷公会堂に於て難病連主催のチャリティンヨーにより約３６万の実

益をあげる。

事務局の佐藤氏，病状悪化によ訓噴天堂病院に入院。

膠原病友の会の最初の支部設立愛知県支部。（支部長百田道子）

゛都民の為の医療を進める会”

東京難病連絡協議会設立。（東京都知事出席）

上野京子副会長逝去す。

ＮＨＫテレビ゛医療の谷間”に佐藤氏出演する。

厚生省，滝沢衛生局長と柳瀬審議官膠原病を特定疾患に入る様請願する。

全身こｉリトマトーデス特定疾患に認定される。

参議員小笠原貞子議員に難病を説明し，其の後日社会労働委員会を傍聴

し，請願する。

二階堂官房長官にリューマチ，スモｙ，筋ジス，膠原の各代表請願する。

４７年度４疾患の各研究班編成される。

全身エリトートーデス。（班長京都大学医学部教授深瀬政市外２６名）

中国，四国支部結成。（支部長松田敬子）

広島大学第一内科藤井一男先生協力

厚生省に於て春日審議官と各代表懇談す。

愛知県支部後授会設置される。

大阪膠原病研究会が結成される。会長阪大第３内科よ制漑ト洗生外21名

北海道支部結成。（支部長白勢美智子）

大阪難病連結成大会が行なわれ，この大会を期して，関西支部発足する。

（支部長肥田陽子）

NHK "こんにちは奥さん″テレビに佐藤氏出演する。

佐藤氏の療養が必要とな几寺山ゑみ氏の協力により事務局を移轄する。

政府は４８年度，目玉福祉政策として定額公費負担より全額公費，負担

にふみきる。（朝日新聞）

ニ，－ス・スコープに佐藤氏出演する。TBS

　

６：３０ニュース

厚生省に中村特定疾患対策室長をたすね，６疾患代表と懇談。

神奈川支部発足す。（支部長河野千寿子）

北海道難病連結成大会匡白勢支部長出席する。

埼玉会館に於て第一回埼玉支部総会支部結成大会を開く。

（支部長森田かよ子）

厚生省特定疾患対策室中村室長と，６疾患代表と談合する。

フジテレビレ」,川宏シ∃－）母と子の記録に勝又八重さん母子出演す

るo

会報の「膠原病友の会だより」が「膠原」となって１３号が充実されて

発行。手作ちながらも会の基盤と庖って行ぐ。

第２回総会が開催される。（東京勤労者福祉会館にて。）参加者１４０つ亀

第３回会員名簿を発行する。( 577名）

北海道支部第１回総会開催される。
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48年12月２４日

４９年１月１０日

４９年２月２０臼

４９年５月２３日

４９年８月２８日

４９年１０月６日

49年１０月９日

49年10月20日

４９年12月６日

４９年１２月６日

49年12月２５日

５０年４月１日

50年４月

50年５月１８日

50年6月３日

５０年６月１７日

50年７月７日

５０年7月31日

50年９月３日

50年９月20日

50年１１月８日

　　　　

～９日

50年１２月１日

50年１２月１９日

50年12月２５臼

５１年1月１７日

51年2月２８日

51年２月２９日

51年３月31日

51年4月８日

厚生省へ陳情する。【全難連一日患同盟と共に。】

東京難病団体の代表が都知事に陳情。（特種疾病対策の対象拡大等。）

膠原特集１号を発行する。

国立名古屋病院に「膠原病センター」発足する。

（３年越しの陳情が実る。）

河西みどりさん逝去す。

河西喜雄初代会長辞任される。

会報は飯田だけ様から河西会長へと手作か編集が続けられ１８号で手ず

りは終わと友る。

東京江戸川区で全国初０難病患者福祉手当制度実施される。

（今年４月にさかのぼって月額１万円と決まる。）

第３回総会が開催される。（国立教育会館にて）参加者１５０名

小野寺哲郎会長が就任。

沖縄県からも参加。

　

「膠原」１９号カリイプ印刷に次や発行される。栃木県難病連設立の中

で膠原病の玉木朝子さんが支部づくり０呼びかけ報告が紹介される。

東京支部結成が運営委員会で決まる。（支部長佐藤エミ子）

関西支部の文集「闘」第１号が発行される。

第４回会員名簿を発行する。( 678名）

第２回膠原病診療手帳が発行。

アンケート調査が行われる。

　

「在宅身障者同志が語り合う５・１８集会」に参加する。

参議院社労委員会の傍聴に行く。（年金法一部改正案が審議｡）

障害年金改正をすすめる会の第３回国会請願が行われる。

中国四国支部長松田敬子さん逝去す。

前北海道支部長０森美智子さんに女児誕生。明かるいニュースとなる。

（現在は千葉県在住です。）

小野寺哲郎会長夫人の雅子様逝去されたことにより，会長辞任される。

第１回東京支部総会が開催される。（支部長富田保蔵）

本部支部合同運営委員会が開催悒れる。（東京の日本都市センターホテ

ルにおいて。）２１名参加。

会長に佐藤エミ子氏を選出する。

今後の運営について又支部との連けいについて討議される。

１０月開催予定の第４回総会は延期となり運営委員会に軸いて事務作業

の組織化分担を決める。

　

「膠原」編集委員会ご森田（責任者）富田・寺山・倉田氏

　

「膠原」編集第１回会議が本部事務局にて開催され恚２５号に作業すゝ

む。

請願電報を打電する。

５１年度政府予算編成に向けて次の大臣に打電。（田中厚生大臣・厚生

政務次官・林部弘難病対策課長・大平大蔵大臣宛。）

　

「膠原病医療相談特集」の録音テープが保健同人事業団よね編集制作さ

れる。（会員アンケート協力によるもの。）

　

「膠原病のはなし」順天堂大学塩川優一先生著，保健同人社編集発行さ

れる。

群馬県支部が設立。（支部長丸江正江）

（関西支部の文集「闘」第２号が発行。）

定例運営委員会で本部事務局宛佐藤会長の辞任０意表明を事務局長よｐ

説明がされてこれを受理する。

－９－



51年４月１８日

51年４月30日

51年５月１６日

51年５月３０日

51年７月１日

51年１１月８日

52年１月１０日

52年２月１２日

52年5月31日

52年６月５日

52年７月１日

52年7月15～17日

５２年７月１７日

５２年８月１日

５２年10月２９日

52午10月30日

５３年３月１日

53年4月２日

５３年６月１日

５３年６月３０日

　　

～７月２日

５３年９月８日

53年12月１５日

　　　　

～１７日

54年１月６日

54年６月２日

54年８月４日

54年９月１５日

　　　

～１６日

54年１１月１日

54年12月24日

55年１月２６日

55年２月９日

55年２月16日

55年３月１６日

運営委員代表制にて，とりあえず５月３１日の総会準備に入る。

第１回群馬県支部総会が開催される。

　

「膠原特集２号」の編集終了第４回総会に配布の予定。

大阪支部結成大会が開催される。（支部長沢田安夫）

第４回総会が開催される。（神奈川県立鶴見労働福祉会館にて。）

参加者

　

８４名

厚生省は５１年慶の特定疾患対策を発表し，調査研究班を疾患別３５班

テーマ別８班，治療研究に３疾患，を追加と決定する。

　

「膠原」泥２９号「みんなで学習しよう」で障害年金や福祉制£をとか

上げることにした。

北海道支部の文集「いちばんぼし」テーマ（その光がたしかな明日を照

らしてくれる日まで。）が発行。

社会保険庁業務課との懇談会に障害年金認定基準に膠原病としての具体

案を提出する。

５２・２会員実態調査の報告書発表。「膠原泥３２号」

京都支部結成総会が開催される。（支部長本田智園）

ＮＨＫテレビ「奥さんごいっし１に」の「女性に多い膠原病」に塩川先

生と寺山事務局長が出演する。

日本チャリテー協会主催のバザールに参加し，財政拡充をはかる。

兵庫県支部が発足。（支部長仲俣八重子）

第５回会員名簿を発行する。( 850名）

支部長会議開ｲ崔。（東京ファミリーホテルにて。）

第５回総会が開催される。（東京都障害者福祉会館に於いて。）

参加者

　

１２０名

ホームドクター３月号に「膠原病特集」が編集される。

全国患者・家族集会が開催される。

（東京都勤労福祉会館に於いて。）

寺山事務局長が膠原病患者の訴えをする。

毎日ライフ６月号に「膠原病の最新治療特集」が編集される。

日本チャリテーバザールに参加。

（東京五反田ＴＯＣにて。）

倉田慶子氏逝去される。（本部運営委員・神奈川県支部長）

日本チャリテーバザールに参加。

（浅草の都立産業会館にて。）

全難連主催の大蔵省・厚生省に要請活動に参加する。

第６回総会が開催される。（主婦会館ホールにて。）

参力ぽ者

　

１４０名

第７回北海道支部総会に本部より寺山・森田委員が参加する。

全難連宿泊交流会（三浦海岸）に参加する。

１名。

全難連主催の国立神経センター見学に参加。

大蔵省・厚生省に５５年度予算に向けて陳情に参力恥

４名。

全難連主催の日本医療社会事業協会と懇談会に参加。

３名。

全難連主催の年金問題学習会に参加。

５名。

千葉県支部設立準備会開催。（支部長篠崎克治）

栃木県支部設立総会開催。（支部長玉木朝子）
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55年4月１９日

　　　

～20日

55年５月６日

55年５月21日

55年９月１６日

55年10月17日

55年11月２３日

55年12月１２日

５６年４月２６日

５６年５月８日

５６年５月１３日

５６年５月２３日

５６年６月７日

56年６月１９日

56年９月２６日

56年10月21日

56年10月

友の会１０年記念総会に関する支部長会議が開催される。

（東京フアミリーホテルに訃いて。）２３名参加。

一本部体勢と支部組織化について。

・会費値上げについて

衆議院社労委員会に陳情。

厚生省へ陳情。

全難連主催の日本看護協会役員と懇談会に参加。

東京都主催第５回福祉講座講師として寺山ゑみ・森田かよ子委員がこれ

に協力する。

テーマ「膠原病とわたくしたちの生活の中の医療」

第７回総会が開催される。（東京・私学会館ホールにて。）

参ijim 106名

全難連主催の厚生省陳情に参力叱２名。

奈良県支部結成総会開催される。（支部長林敏之）

厚生省各課代表者と懇談に参加。５名。

国会請願陳情に参加。２名。

（国際障害者年を契機とする身障福祉法の拡大と難病患者の授護措置の

拡充を求めるもの。）

全難連会報編集部より当友の会事務局を紹介するため取材に来訪される。

読売新聞の「あすに生きる女たち」で関西プロッタの菊池素子さんが紹

介される。

上毛新聞・群馬テレビで丸江支部長が闘病記出版活動と知事との面談が

紹介される。

全難連交流会に参加。３名。

全難連主催の国会陳情に参加。３名。

会報の「膠原」は虎５０まで発行。

　　　　　　　　　　　　　　　

現在友の会会員数

　

1,420名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

昭和５６年１０月３０日
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支部事務局所在地

日日１川川目日口目口１卜

北海道支部 千葉県支部

〒０６４

　

札幌市中央区北大通西９丁目

　　　　

〒２７２

　　　　　

協栄生命ビル９Ｆ北難連気付

　　　　　　

長谷川道子

群馬県支部

丸江正江

栃木県支部

玉木朝子

埼玉県支部

森田かよ子

神奈川県支部

河野千寿子

東京支部

寺山ゑみ

篠崎克治

愛知県支部

富永愛子

関西ブロック

松林文子

大阪支部（関西ブロックと同所）

京都支部

岩戸扶美子

兵庫支部

〒６５５

　

神戸市垂水区五色山4-10-18

　　　　

寿隆子

奈良支部

　　　　

林敏之
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１
０
周
年
記
念

　
　

総
会
に
参
加
し
て

（
長
野
市
）
岩
田
政
輝

　

前
略
、
こ
の
度
の
大
会
は
大
変
ご
苦
労
様
で

ご
ざ
い
■
m
し
た
ｏ

　

経
つ
か
れ
に
な
っ
て
再
燃
さ
れ
て
は
と
心
配

し
て
A
f
ｔ-
S
M
W
し
た
。

　

皆
様
の
自
信
に
あ
ふ
れ
た
行
動
ま
た
、
出
席

者
の
方
々
も
経
元
気
で
私
に
も
自
信
が
わ
い
て

き
た
こ
と
と
出
席
し
た
こ
と
の
喜
び
を
味
わ
っ

て
■
ｆ
ｔ
-
^
-
l
ｗ
す
。

　

会
終
了
後
、
見
ず
知
ら
ず
の
方
か
ら
同
じ
皮

膚
筋
炎
仲
間
で
す
が
私
た
ち
も
こ
ん
次
に
元
気

で
す
か
ら
勇
気
と
自
信
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
下

さ
い
と
励
げ
ま
き
れ
た
と
き
の
喜
び
は
一
人
で

し
た
ｏ

　

一
段
落
し
ま
し
た
ら
長
野
県
の
方
の
名
前
が

分
-
s
M
M
し
た
ら
教
え
て
下
さ
い
。

　

皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
か
申
し
上
げ
ま
す
。

（
住
所
）
一
ｍ

　
９
９
一
長
野
市
川
中
島
町
原
】
三
六
五

（
神
奈
川
県
）
青
戸
晴
子

　

箱
根
の
山
か
ら
東
京
・
日
帰
り
は
遠
い
ナ
ガ

返
信
０
ハ
ガ
キ
で
も
し
ょ
う
か
ナ
…
…

　

先
日
平
塚
保
健
所
の
相
談
会
で
知
知
り
合
い

に
友
っ
た
鈴
木
さ
ん
に
早
速
電
話
、
二
人
で
出

席
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

昨
年
十
月
退
院
以
来
一
年
余
ね
入
院
の
声
も
聞

か
ず
な
ん
と
か
の
ん
び
り
主
婦
業
が
出
来
た
喜

び
と
一
緒
に
総
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

役
員
の
方
勢
揃
い
で
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

十
七
番
の
相
談
券
を
い
た
t
Ａ
き
開
会
を
待
ち
乍

ら
、
主
婦
会
館
に
於
て
の
総
会
に
初
め
て
出
席

し
た
時
を
思
い
出
し
、
そ
し
て
三
十
九
才
で
結

婚
、
五
十
三
年
か
ら
五
十
五
年
ま
で
の
間
に
四

回
も
入
院
し
半
分
以
上
も
家
を
あ
け
た
こ
と
等

頭
を
か
す
め
ま
し
た
。

こ
ん
な
私
を
新
婚
で
も
あ
る
の
に
看
病
に
精
出

し
て
く
れ
た
主
人
の
顔
を
思
い
う
か
べ
感
謝
し

ま
し
た
ｏ

　

今
回
の
総
会
は
十
周
年
を
祝
っ
て
本
当
に
盛

大
で
し
た
。
こ
れ
も
役
員
の
方
と
先
生
方
の
知

力
の
賜
と
存
じ
ま
す
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

北
海
道
の
方
、
そ
し
て
埼
玉
県
の
方
の
ご
不
自

由
友
体
で
の
会
話
、
私
も
股
関
節
骨
頭
え
死
で

少
し
不
自
由
で
杖
の
世
話
に
な
っ
て
-
i
a
-
^
-
V
H
す

の
で
涙
さ
え
う
か
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
先
生
方
の
か
話
一
人
一
人
の
相
談
会
と

と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

総
会
に
出
ら
れ
ず
に
べ
＾
卜
に
い
ら
っ
し
や

る
方
、
遠
方
の
方
会
逢
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が

病
気
に
負
け
ず
良
く
痙
る
こ
と
を
信
じ
て
前
向

き
に
明
る
く
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

私
は
十
五
年
の
間
忙
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
た

事
も
有
、
四
年
間
病
院
生
活
続
け
た
事
も
…
…

で
も
結
婚
も
で
き
ま
し
た
。

一
人
で
で
き
な
い
こ
と
も
二
人
三
脚
だ
と
で
き

る
こ
と
も
有
り
ま
す
。

希
望
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
途
中
で
失
礼
し
友
と
そ
し
て

芦
屋
か
ら
０
方
と
新
橋
に
向
い
ま
し
た
。

参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

（
住
所
)
2
5
J
神
奈
川
県
箱
根
町
仙
石
原
二
八

　
　
　
　

〒

　

（
電
話
）
（
‥
四
六
〇
（
四
七
四
五
〇
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（
長
野
県
）
高
坂
干
並

　

駒
ヶ
岳
か
ら
ふ
き
訟
ろ
す
風
は
強
く
冷
た
く

私
た
ち
に
と
っ
て
と
て
も
辛
い
季
節
を
む
か
え

て
い
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
総
会
出
席
は
初
め
て
で
す
の
で

会
場
へ
入
り
、
ま
す
、
出
席
者
の
多
さ
に
び
っ

ぐ
り
し
ま
し
た
。
き
っ
と
地
方
か
ら
出
席
の
ハ

ン
デ
を
乗
り
こ
え
て
来
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も

そ
う
と
う
い
ら
し
た
で
し
ょ
う
ね
か

そ
し
て
講
演
下
さ
る
先
生
方
の
顔
ぶ
れ
を
拝
見

し
て
事
務
局
０
方
々
の
ご
苦
労
そ
う
と
う
な
物

で
あ
っ
た
と
察
し
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｌ
Ｅ
と
診
断
さ
れ
三
年
目
で
す
が
、
皆
様

の
病
歴
や
体
験
記
を
伺
っ
て
良
い
先
生
に
も
め

ぐ
ま
れ
五
ヶ
月
の
入
院
か
ら
こ
の
か
た
特
に
異

常
も
な
ぐ
過
ご
し
て
来
た
私
は
ま
だ
本
当
０
意

味
で
の
病
気
の
苦
し
さ
は
語
れ
な
い
と
思
い
ま

す
ｏ

　

何
人
か
の
先
生
方
が
膠
原
病
の
将
来
に
つ
い

て
の
希
望
を
訟
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。

い
つ
か
薬
も
飲
ま
す
に
直
る
ん
だ
と
信
し
て
い

る
私
で
す
。
専
問
の
知
識
を
持
つ
先
生
方
か
ら

じ
か
に
こ
の
耳
で
聞
い
た
い
ぐ
つ
か
の
希
望
は

大
き
な
喜
び
で
し
た
。

　

た
だ
一
つ
、
総
会
に
出
席
し
て
し
み
じ
み
と

思
う
事
は
地
方
に
住
む
者
の
悲
し
さ
で
す
。

大
き
な
病
院
は
少
な
ぐ
も
ち
ろ
ん
専
門
の
先
生

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
気
持
を
聞
い
て
下
さ
る
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
の
方
も
な
か
な
か
訟
目
に
か
Ｓ
れ
ま
せ
ん

　

「
見
舞
金
」
々
ど
の
福
祉
制
度
も
少
友
く
難
病

に
対
す
る
知
識
も
少
々
い
の
で
す
。

　

今
後
私
た
ち
の
地
域
で
も
病
気
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
も
安
心
し
て
治
療
が
う
け
ら
れ
る
体
勢

が
早
ぐ
と
ら
れ
る
よ
う
に
と
望
み
ま
す
。

　

十
月
か
ら
長
野
県
の
友
の
会
の
メ
ン
バ
ー
で

回
覧
ノ
ー
ト
を
ま
わ
し
始
め
ま
し
た
。

こ
の
ノ
ー
ト
が
少
し
で
も
心
の
ゆ
と
り
に
つ
な

が
る
よ
う
に
た
っ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

回
覧
ノ
ー
ト
も
Ｉ
回
ま
わ
り
新
し
い
人
が
二

人
ふ
え
ま
し
た
。
友
の
会
へ
入
る
よ
う
に
と
す

Ｘ
め
て
み
ま
す
ｏ

　
　

（
長
野
県
に
も
支
部
が
で
き
る
と
良
い
で
す

　
　

ね
。
）
（
本
部
一
同
希
望
し
て
訟
う
ま
す
。
）

　

（
住
所
）
惣
長
野
県
駒
ヶ
根
市
赤
穂
原
垣
外

　
　
　
　

〒

「
膠
原
病
と
い
う
病
気
を
」

（
東
京
都
）
中
代
君
子

膠
原
病
と
い
う
病
気
を

も
っ
と
た
く
さ
ん
０
人
に

解
っ
て
ほ
し
い
。

今
で
も

高
原
病
と

ま
ち
が
え
る
人
が
い
る
。

こ
れ
で
も
今
で
は

曹
と
比
較
に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
の

知
っ
て
い
る
率
に

左
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
け
ど

私
た
ち

膠
原
病
患
者
に
と
っ
て
は

ま
だ
ま
だ

知
ら
れ
て
な
い
、
と

思
う
わ
け
で
す
。

リ
ュ
ー
マ
チ
は
有
名
で

年
寄
か
の
病
気
と
さ
れ
て
い
ま
す
が

膠
原
病
の
一
つ
で
す
。

－１４



そ
し
て

私
の
Ｍ
Ｃ
Ｔ
Ｄ
な
ん
て
言
っ
た
ら

何
だ
こ
り
ゃ
、
と

言
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

混
合
性
結
合
織
病
、
と

い
う
の
で
す
。

ど
う
ぞ
、
も
っ
と

膠
原
病
の
こ
と
を

知
っ
て
下
さ
い
。

あ
な
た
は
何
か
で
き
ま
す
か

あ
な
た
は

何
が
で
き
ま
す
か
。

立
つ
た
ま
ま

歯
が
み
が
け
ま
す
か
ｏ

少
し
歩
く
間
に

二
回
も
三
回
も

休
ま
々
け
れ
ぱ
痙
ら
な
い
、
と

い
う
こ
と
を

信
じ
ら
れ
ま
す
か
。

お
風
呂
に

シ
ャ
ボ
ン
／
と

飛
び
込
め
１
す
か
。

立
つ
た
ま
ま

服
が
脱
げ
１
す
か
。

主
婦
な
ら
ば

立
つ
た
ま
ま

科
理
が
で
き
ま
す
か
Ｉ
。

私み
ん
な
、
で
き
ま
せ
ん
。

し
ゃ
が
ん
で
し
ま
い
ま
す
ｏ

足
が
こ
わ
れ
そ
う
で

た
た
ず
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

で
も
今
日
も
晴
れ

雪
の
残
っ
た
朝
で
す
。

（順天堂にて役員一同）

東
京
支
部
五
十
七
年
度

　
　

総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

（
日
時
）
五
月
二
十
二
日
（
土
）
十
一
時

（
場
所
）
東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館

　
　
　
　
　

港
区
芝
五
丁
目
十
八
！
二

　
　
　
　

（
電
話
）
（
四
五
五
）
六
三
二
Ｉ

　

医
療
懇
談
会
を
午
後
一
時
よ
り
予
定
し
て
訟

　

り
ま
す
の
で
近
県
の
方
で
も
特
匡
ご
出
席
々

き
り
た
い
方
は
本
部
事
務
局
（
0
3
一
7
0
0
1
6
0

8
3
）
に
謡
問
い
合
せ
下
さ
い
。

１５



。
事
務
局
だ
よ
リ
″

　

待
ち
に
待
っ
た
春
が
や
っ
て
来
ま
し
た
ね
。

皆
様
訟
か
ら
だ
具
合
は
い
か
が
で
す
か
、
此
の

冬
は
風
邪
を
引
か
れ
た
方
も
多
い
と
か
察
し
致

し
ま
す
が
体
調
を
ぐ
づ
さ
れ
て
居
ら
れ
ま
せ
ん

か
？

　

春
の
紫
外
線
は
以
外
と
強
い
そ
う
で
す

か
ら
御
用
心
下
さ
い
／

☆
今
年
に
な
っ
て
関
西
ブ
ロ
″
夕
の
顧
問
を

　

し
て
下
さ
っ
て
い
た
八
倉
隆
保
先
生
に
続
い

　

て
、
愛
知
県
支
部
が
大
変
か
世
話
に
な
ｈ
’
ま

　

し
た
新
見
国
雄
先
生
が
御
他
界
遊
ば
さ
れ
１

　

し
た
。
心
か
ら
御
冥
福
を
訟
祈
か
申
し
上
げ

　

ま
す
。
（
次
号
膠
原
参
照
）

☆
来
る
四
月
十
日
。
十
百
に
は
東
京
７
７
ヽ
ヽ
ヽ

　

リ
ー
ホ
テ
ル
Ｋ
於
て
、
支
部
長
会
議
を
予
定

　

し
て
居
り
ま
す
。
各
支
部
か
ら
代
表
の
軸
集

　

り
下
さ
い
ま
す
様
軸
待
ち
申
し
上
げ
て
居
り

　

ま
す
。

☆
本
部
事
務
局
で
は
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日

　

に
何
人
か
役
員
が
集
っ
て
事
務
処
理
を
致
し

　

て
居
.
s
＾
-
^
Ｈ
す
。
御
用
の
か
電
話
は
な
る
べ
く

　

此
の
日
に
お
か
け
下
さ
い
。

☆

　

五
十
六
年
度
会
費
未
納
の
方
は
大
至
急
か

納
め
下
さ
い
１
す
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
な
軸
生
活
保
護
を
受
け
て
居
ら
れ
る

方
は
会
賢
免
除
と
な
り
ま
す
の
で
か
申
し
出

下
さ
い
。
又
特
に
釦
困
や
の
方
は
ご
遠
慮
な

く
ご
相
談
下
さ
い
。

　

70円

250円

書

　

籍

　

の

　

御

　

案

　

内

５０円

（本部発行）

　

２６０円送料

（保健同人社発行) 1.200円　”

（朝日新聞社）

　

４００円

　

・

膠原病手帳

膠原病のは忿し

ホームドクター3月号

　

会

　　

費
１年分

　

3.6 0 0円

　　

振替番号

　

東京8-116096

　　

加入者名

　

全国膠原病友の会

３００円

５００円

７００円

本部事務局へ

（関西プ・。夕兇行）

）

）

曇以上申込先

//

”

ぐ
ぐ

号
号
号

１

２
３

関西ブロック事務局へ曇以上申込先

闘
闘
闘

昭
和
五
十
一
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
（
毎
週
二
回
・
月
曜
・
金
曜
発
行
）

昭
和
五
十
七
年
四
月
二
日

　

発
行
Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
通
刊
六
九
九
号

編
集
後
記

Ｏ
十
周
年
記
念
総
会
に
ま
と
め
た
「
友
の
会
の

　

あ
ゆ
み
」
と
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
相
談

　

報
告
を
特
集
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

5
1
号
と
5
2
号
は
「
膠
原
病
友
の
会
ハ
ン
ド
プ

　

ッ
タ
」
と
し
て
み
な
さ
ま
の
地
域
活
動
に
-
ｆ
ｔ

　

役
立
て
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

こ
れ
か
ら
支
部
結
成
さ
れ
る
地
方
の
資
料

　

と
し
て
ご
利
用
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

0
5
2
号
は
予
定
よ
I
＝
＼
遅
く
な
り
申
し
分
け
あ
り

　

ま
せ
ん
。
役
員
｝
同
諸
事
情
に
て
軸
詫
び
い

　

た
し
ま
す
ｏ

Ｏ
「
膠
原
」
に
対
す
る
ご
感
想
・
ご
意
見
を
ぜ

　

ひ
お
寄
せ
下
さ
い
。

Ｏ
か
寄
せ
頂
き
ま
し
た
原
稿
は
編
集
の
都
合
上

　

一
部
割
愛
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
１
す
の
で
、

　

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
ま
す
よ
う
か
願

　

い
致
し
ま
す
。

編
集
委
員

富

田

寺

山

都障人

器
皿

森

田

　

区体

　

砧定

　

八期

　

｜刊
定二行
価十物

保

　

蔵

ゑ

　

み

か
よ
子
香
荏
盾

協
会
一
！
三

　

二
〇
〇
円
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